
警視庁公安部による全学連大会への襲撃を絶対に許さな

い！ 全学連は「最強の弁護団」とともに告訴×国賠の準備

を完了しました！ 全学連は告訴×国賠闘争を安倍打倒の階

級決戦として闘いぬきます！

11月29日の告訴状提出と国賠提訴完了を受け、11月30日

に弁護士会館で記者会見を行いました。記者会見には代理

人弁護士とともに、告訴人兼原告である作部羊平全学連書

記長と原告である斎藤郁真全学連委員長が出席し、10社の

マスコミが駆けつけました。

斎藤郁真全学連委員長は、「『３・11』以降、多くの人々

が立ち上がる中で、国家権力は民衆への監視を強めている。

告訴と国賠で公安警察の襲撃事件を全社会的に暴露し、闘

えば勝てることを示したい」と語りました。

京都から駆けつけた作部羊平君は、「昨年京都大学で反

戦ストライキを闘った。国家権力は僕を含む６名を『威力

業務妨害』で逮捕した(23日間の勾留を経て全員不起訴で釈

放)。学生が行動することを絶対に認めない公権力を断罪し
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11月30日、弁護士会館で記者会見！



て闘う。絶対に勝ちたい」と表明。

告訴の主任弁護士の藤田正人弁護士は、11月29日午前11

時過ぎに東京地方検察庁に告訴状を提出したことを報告し、

「告訴人は京大同学会委員長の作部君ら５名の全学連の学

生です。被告訴人は警視庁公安部公安第一課に所属する警

察官15名です。罪名罰条は『特別公務員暴行陵虐罪』(刑法

195条)、『特別公務員職権濫用致死傷』(同法196条)、『共

同共犯』(刑法第60条)です。今回の事件は映像を見ていた

だければ分かりますが、公安警察官が一方的な暴行をふるっ

ていることは明らかです。検察庁に正式に受理させて闘う」

と決意を語りました。

国賠の主任弁護士の森川文人弁護士は、『東京地裁に国

賠 等提訴が完了しました。担当は東京地裁民事第31部です。

事件番号は『平成28年（ワ）第40138号』です。原告は告訴

人５名に全学連(代表者・斎藤郁真)が加わっています。各

自200万円の慰謝料請求を東京都(小池百合子都知事)と15名

の公安警察官を被告として訴えています。国賠のポイント

は、全学連大会を公安警察官が物理的に破壊したことは、

憲法21条の「集会・結社の自由」の侵害であり、前代未聞

の事件だということです。ご注目をお願いします」と意気

込みを語りました。

質疑応答を挟んで、代理人弁護士全員が裁判闘争に向け

ての決意を語り、集まったマスコミに裁判への注目を訴え

ました。

同日都内で行われた韓国民衆ゼネスト連帯デモに

は、警視庁公安部約４０名ほどが監視に来ていましたが、

まったく覇気がありません。全学連大会襲撃の責任者・実

行犯である15名の公安警察のうち、姿を現したのはわずか

３名のみ。ゼネスト連帯集会の基調で斎藤郁真全学連委員

長が、「われわれの闘い次第で敵を追いつめることはでき

る！ 闘えば勝てる！」と喝破したように、資本・権力との

関係は完全に一変しています。韓国やアメリカをはじめと

する「戦争か革命か」の激動情勢の中で、日帝・安倍政権

の「弾圧実働部隊」である警視庁公安部がグラグラになっ

ていることは決定的です。

京大処分撤回闘争の大爆発をかちとる大チャンスです。

さらに攻撃の手をゆるめることなく、敵を追いつめ、闘い

ぬきます！ トゥジェン！（全学連救対部・洞口朋子）

改憲阻止！ 民主労総ゼネスト連帯！
京大反戦ストへの無期停学処分撤回!

京大キャンパス集会
12月12日(月) 11:50 京大時計台前集合

京都市集会＆デモ
12月12日（月）18:30 三条大橋下集合

＜呼びかけ＞京大同学会中執

11/30韓国ゼネスト連帯集会での斉藤いくま委員長！

11/30韓国ゼネスト連帯集会での

作部羊平京大同学会委員長！


